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研究要旨 

 歯科医療における歯科衛生士の役割は一層重要性を増しており、歯科診療の補助行為と

して歯科衛生士が浸潤麻酔行為を行うための研修が開催されるようになっており、その実

施状況は増加しているといわれている。歯科衛生士による浸潤麻酔は侵襲性が高い行為で

あり、適切な知識・技術が求められるが、現状では歯科衛生士自身が浸潤麻酔を実施するた

めに必要な卒前教育はほとんど行われていない。そのため、令和 7 年 6 月に厚生労働省に

よって「歯科衛生士による浸潤麻酔の実施に向けた研修プログラム（例）令和 7年度版」が

公表された。しかし、提示された「研修プログラム（例）」だけでは研修の質の担保が十分

にできない可能性がある。そこで本研究は、本研修プログラムに基づいた具体的な教育素材

を作成し、その概念検証（PoC）をすることを目的とした。令和 7年度は、本研修プログラ

ムの方向性について検討し、海外での歯科衛生士の卒前教育について調査した。難易度の基

準を歯科衛生士の教育機関で卒前教育に使用されている歯科衛生士教本に合わせ、さらに

歯科大学・歯学部で歯学生教育に使用されている最新の教科書を参考に、教育素材の試作版

を作成し、その内容について検討した。また、教育素材の概念検証（PoC）のための調査研

究（アンケート調査）の実施に向けて、調査方法、調査内容等を検討する WG を設置した。 
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Ａ．研究目的 

 少子高齢化の進展や歯科疾患の疾病構

造の変化により、歯科医療における歯科衛

生士の役割は一層重要性を増している。そ

の中で、歯科診療の補助行為として歯科衛

生士が浸潤麻酔行為を行うための研修が

開催されるようになっており、その実施状

況は増加しているといわれている。歯科衛

生士による浸潤麻酔は侵襲性が高い行為

であり、適切な知識・技術が求められるが、

現状では歯科衛生士自身が浸潤麻酔を実

施するために必要な卒前教育はほとんど

行われていない。 

 そのため、令和 6 年 12 月に厚生労働省

で立ち上げられた「歯科衛生士の業務のあ

り 方 等 に 関 す る 検 討 会 」

（ https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/o

ther-isei_547700_00012.html）において、
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歯科衛生士に必要な研修内容に関する議

論がなされ、令和 7年 6月に厚生労働省に

よって「歯科衛生士による浸潤麻酔の実施

に向けた研修プログラム（例）令和 7年度

版」（資料 1）が公表された。この「研修プ

ログラム（例）」には、単に浸潤麻酔を実践

するための知識や技能だけなく、バイタル

サインの評価、医療面接における全身評価、

全身的偶発症への対応などの内容が含ま

れているため、医療安全の観点からも重要

であると考えられる。 

 しかし、提示された「研修プログラム

（例）」だけでは研修の質の担保が十分に

できない可能性があるため、この研修プロ

グラム（例）に基づいた具体的な教育教材

を早急に整備する必要性がある。そこで本

研究は、本研修プログラムに基づいた教育

素材（eラーニングコンテンツ、動画など）

を作成し、その概念検証（PoC）をすること

を目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

Ⅰ．研究体制の構築 

 本研究遂行するために、研究分担者は関

連学会の日本歯科酔学会、日本口腔外科学

会、日本有病者歯科医療学会の会員から研

究分担者を選出し、さらに、歯科衛生士養

成教育機関において卒前の学生教育に携

わっている教員、法律の専門家、並びに日

本歯科医師会、日本歯科衛生士学会及び日

本歯周病学会からの推薦者を研究協力者

として加え、研究体制の強化を図った。 

 

Ⅱ．研修プログラム項目の設定 

 本研究では、「歯科衛生士による浸潤麻

酔の実施に向けた研修プログラム（例）」に

基づいて、本研修プログラムを設定した。

その中で「倫理と法規制」「生理学」「局所

麻酔薬の薬理学」「局所麻酔のための解剖

学」「バイタルサイン」「医療面接」の教育

素材については eラーニングコンテンツを

作成し、対面講義や実習で使用する教育素

材として動画を作成することを計画した。

eラーニングは ITを活用した教育としては

最も広く浸透しており、持続可能であると

考えられるが、インターネット上で公開さ

れるため、その中で使用するイラスト等の

作成にあたっては、専門的な技術が必要と

なるため、外部の業者に委託することとし

た。 

 

Ⅲ．教育素材の概念検証（PoC） 

 教育素材は診療現場に従事している歯

科衛生士を対象にした調査研究（アンケー

ト調査）で概念検証（PoC）を行い、さらに

ブラッシュアップして完成させることと

した。 

 

Ｃ．結果 

Ⅰ．教育素材の作成するにあたっての検討 

 本研修プログラムのための教育素材を

作成するにあたって、研究班で本研修プロ

グラムの方向性について検討し、以下の意

見が出された。 

• 専門職としての意識向上と安心安全な

医療提供への意識が重要である。 

• 総合的な研修の担保と卒前から卒後へ

のシームレスな連携が重要である。 

• 研修内容の範囲については歯肉縁上・歯

肉縁下の歯石除去や SRP の疼痛除去に

限定された浸潤麻酔であることを明確

にする必要がある。 

• 内容を全体的に統一のための最終チェ

ックが重要で、修正作業のタイムスケジ

ュールを確保する。 

• eラーニングについては、ポストテスト

が必要である。 

 作成要領について、難易度設定につい

て検討が必要であるとの意見があり、歯

科衛生士の教育機関で卒前教育に使用さ

れている以下の歯科衛生士教本に難易度

の基準を合わせることになった。 

• 一般社団法人全国歯科衛生士教育協議

会監修.歯科衛生学シリーズ 口腔外科

学・歯科麻酔学 第 2版. 医歯薬出版株

式会社,2024年 2月. 

• 一般社団法人全国歯科衛生士教育協議

会監修.歯科衛生学シリーズ 疾病の成

り立ち及び回復過程の促進3 薬理学 第

2 版. 医歯薬出版株式会社, 2025 年 1

月. 

• 一般社団法人全国歯科衛生士教育協議

会監修.歯科衛生学シリーズ 人体の構

造と機能 1 解剖学・組織発生学・生理

学. 医歯薬出版株式会社, 2022年 2月. 

• 一般社団法人全国歯科衛生士教育協議
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会監修.歯科衛生学シリーズ 歯・口腔

の構造と機能 口腔解剖学・口腔組織発

生学・口腔生理学. 医歯薬出版株式会社, 

2022年 3月. 

• 一般社団法人全国歯科衛生士教育協議

会監修.歯科衛生学シリーズ 歯科医療

倫理学. 医歯薬出版株式会社, 2023年

1月. 

• 一般社団法人全国歯科衛生士教育協議

会監修.歯科衛生学シリーズ 歯科診療

補助論 第 2 版. 医歯薬出版株式会社, 

2025年 2月. 

• 一般社団法人全国歯科衛生士教育協議

会監修.歯科衛生学シリーズ 臨床検査. 

医歯薬出版株式会社, 2023年 1月. 

 さらに、歯科大学・歯学部で歯学生教育

に使用されている最新の教科書（一戸達也

ほか編集. 歯科麻酔学 第 9版, 医歯薬出

版, 2026 年 1月）も参考に作成された。 

 

Ⅱ．海外での歯科衛生士の卒前教育につい

て 

 海外での歯科衛生士の卒前教育の実態

を参考にするため、海外での歯科衛生士の

卒前教育について調査し、米国歯科衛生士

会議（ADHD）（資料 2）、フロリダ大学（資

料 3）、ミシガン大学（資料 4）における局

所麻酔に関するカリキュラム等の資料を

入手した。入手した資料によると、米国で

は要求される教育水準が非常に高いこと

がわかった。 

 

Ⅲ．研修プログラム教育項目と担当者の設

定 

１.e ラーニングコンテンツと教育素材の

作成 

１）倫理と法規制（担当：研究協力者とし

て弁護士に依頼） 

(1) 歯科衛生士業務の法的範囲、責任 

(2) 患者の権利、診察時の配慮（インフ

ォームドコンセント等） 

(3) 医療事故と法的対応 

 

２）生理学（担当：城戸研究分担者） 

(1) 循環生理学（正常心電図、不整脈等

の心電図異常） 

(2) 呼吸生理学 

(3) 代謝・内分泌生理学 

(4) 神経生理学 

 

３）局所麻酔薬の薬理学（担当：砂田研究

分担者） 

(1) 局所麻酔薬の基礎 

(2) 各局所麻酔薬の特徴 

(3) 血管収縮薬 

 

４）局所麻酔のための解剖学（担当：片倉

研究分担者） 

(1) 上顎骨の特徴 

(2) 下顎骨の特徴 

(3) 末梢神経の走行 

(4) 小児・高齢者の特徴 

 

５）バイタルサイン（担当：讃岐研究分担

者） 

(1) バイタルサインの評価 

(2) 生体情報モニタリング 

 

６）医療面接（担当：石垣研究分担者） 

(1) 全身評価 

(2) 臨床検査値の評価と患者への説明 

(3) 歯科治療時に注意すべき全身疾患 

 

２．対面講義及び実習用教育素材の作成

（担当：松浦研究分担者） 

１）浸潤麻酔法 

(1) 使用器具の取り扱い 

(2) 感染対策 

(3) 患者への配慮 

(4) 表面麻酔法 

(5) 浸潤麻酔法 

 

２）歯科浸潤麻酔時の全身的偶発症への対

応（担当：松浦研究分担者） 

(1) 初動対応 

(2) 全身的偶発症の理解 

(3) 一次救命処置（BLS） 

(4) 二次救命処置（ALS） 

 

Ⅳ．教育素材の試作版の検討 

 作成された教育素材の試作版について、

研究班で検討した結果、授業で行われてい

る教科書的な内容だけでなく、臨床の現場

での対応につながる内容が含まれている

ことが望ましく、臨床現場の歯科衛生士に

とってわかりやすい内容にすることが要
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望された。また、高齢者への対応について

は少し強調することになった。一方、歯科

衛生士が小児に対して局所麻酔をするこ

とは想定していないため、小児を対象とし

た内容は削除することになった。 

 教育素材の試作版を用いて研修プログ

ラムのトライアルを実施し、ブラッシュア

ップすることになった。 

 

Ⅴ．教育素材の概念検証（PoC）のための調

査研究（アンケート調査）について 

 教育素材の概念検証（PoC）のための調査

研究（アンケート調査）の実施に向けて、

調査方法、調査内容等を検討する WGを設置

した。教育素材の内容に関する項目だけで

なく、回答者の勤務状況・経験年数、浸潤

麻酔の実施経験・頻度、浸潤麻酔の必要性

の認識、卒後研修の必要性などについての

項目を追加することについて検討するこ

ととなった。 

 

Ｄ．考察 

 わが国の超高齢社会においては訪問歯

科診療の需要がますます高まることが容

易に予測されるため、歯科衛生士の医療安

全に関する研修の重要性は増している。前

述のとおり、本研修プログラムには単に浸

潤麻酔を実践するための知識や技能だけ

なく、バイタルサインの評価、医療面接に

おける全身評価、全身的偶発症への対応な

どの内容が含まれているため、本研修プロ

グラムに基づいた「歯科衛生士による浸潤

麻酔の実施に向けた研修」を受講すること

で、歯科衛生士の医療安全に関する知識・

技能の向上を期待できる。 

 さらに、この本研修プログラムは、関係

団体等で実施される研修において活用さ

れることになると考えられるが、本研究で

作成した教育素材を提供することを想定

している。歯科領域では eラーニングなど

の IT を活用した教育のための教育素材は

圧倒的に不足しており、この研究で作成し

た教育素材を他にも活用できるようにす

ることは、歯学教育全体にとっても有益で

あると考えている。また、本研修プログラ

ムが広く普及することによって、超高齢社

会であるわが国の国民の安心につながる

歯科医療の提供につながることを期待し

ている。 

 本来、本研究は令和７年度単年の計画で

あったが、参考にした教科書の発刊が令和

8 年 1 月であったため、教育素材の作成の

開始が遅れ、試作版の作成までにとどまっ

た。令和 7年度は、研究班で本研修プログ

ラムの方向性について検討し、歯科衛生士

の卒前教育では高い知識レベルが求めら

れていることが判明した。歯科衛生士教本

及び歯学生の教科書を参考にして教育素

材を作成することとなったが、協議の結果、

教科書的な内容だけでなく、臨床の現場で

の対応につながる内容が含まれているこ

とが望ましく、臨床現場の歯科衛生士にと

ってわかりやすい内容が求められている

ことが認識された。 

 本研究は令和 8年度に繰り越すことにな

ったため、令和 8年度では教育素材の試作

版を用いた研修プログラムのトライアル

を実施し、作成した教育素材をブラッシュ

アップし、さらに教育素材の内容について

調査研究（アンケート調査）を行い、概念

検証（PoC）をする計画である。 

 

Ｅ．結論 

 本研究は、令和 7年 6月に公表された「歯

科衛生士による浸潤麻酔の実施に向けた

研修プログラム（例）」に基づく研修プログ

ラムのための教育教材を作成し、検証する

ことを目的に実施された。令和 7 年度は、

本研修プログラムの方向性について検討

し、海外での歯科衛生士の卒前教育につい

て調査した上で、難易度の基準を歯科衛生

士の教育機関で卒前教育に使用されてい

る歯科衛生士教本に合わせ、さらに歯科大

学・歯学部で歯学生教育に使用されている

最新の教科書を参考に教育素材の試作版

を作成し、その内容について検討した。ま

た、教育素材の概念検証（PoC）のための調

査研究（アンケート調査）の実施に向けて、

調査方法、調査内容等を検討する WGを設置

した。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 

 

Ｇ．研究発表 

 １．論文発表 
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なし 

 

 ２．学会発表 

なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

 １．特許取得 

なし 

 

 ２．実用新案登録 

なし 

 

 ３．その他 

なし 

 


